
京都大学高等教育研究第 6号

高等教育教授システム開発センター業績
(1999年9月1日～2000年8月31日)

藤 岡 完 治 (教授)

⊂著書など】

･藤岡完治 ｢はじめに｣藤岡完治 ･屋宜譜美子編集 『メディア ･教材』わかる授業をつくる看護教育技法4､医学

書院､1999年9月､3-6頁

･藤岡完治 ｢浜松小の研究と私｣静岡大学教育学部附属浜松小学校 『今､総合的な学習一経験に開 く ｢統合｣｢教
科｣｢生活創造｣』､第一法規､1999年10月､V･-V血頁
･藤岡完治 ｢新 しい 『知』とそれをみとる目｣奈須正裕監修 ･横浜市立大岡小学校 『｢ひらかれた学校 ･大岡｣の
挑戦』､てらいんく､2000年2月､152-153頁

･藤岡完治 ｢全体解説｣藤岡完治 ･野村明美編集 『シミュレーション･体験学習 』わかる授業をつ くる看護教育

技法 3､医学書院､2000年3月､ 1-11頁

･藤岡完治 『関わること-の意志一教育の根源』､国土社､2000年 6月､全263頁

【学術論文など】

･阿部美和子 ･藤岡完治 ｢看護教育における 『臨床知』の様相に関する一考察一現象学的アプローチに基づく参加

観察法を通 して｣『教師学研究』第2号､日本教師学学会､2000年 3月､15-28頁

･藤岡完治 ｢他者としての子どもの発見-カリキュラム創造の原点に立つ｣『教育メディア研究 ･情報教育実践ガ

イ ドⅣ』藤沢市教育文化センター､2000年 3月､16ト174頁

【その他】

･藤岡完治 ｢いま､なぜ 『信頼される先生』か｣『児童心理』Vol.52､No.18､金子書房､1999年10月､2-10頁

･日本教育工学会編 『教育工学事典』､実教出版､2000年6月､執筆項 目 ｢教師｣201-203頁､｢事例研究｣329-330

頁

･藤岡完治 ｢いま教師に求められている力量とは｣人間性教育研究会 『教育フォーラム』26号､金子書房､2000年

6月､1ト24頁

･藤岡完治 ｢子どもが見える授業が変わるⅡ｣藤沢市教育文化センター 『ふじさわ教育』第123号､2000年7月､24

-27頁

･藤岡完治 ｢評価を生かす教師の資質｣『悠』編集部編 『=評価日を生かす学校づくり』､ぎょうせい､2000年7月､

98-101頁

･藤岡完治 ｢学びと癒 し｣『教育研究』2000年8月号､初等教育研究会､2000年 8月､14-17頁

【学会報告など】

･藤岡完治 ｢参加観察とス トーリーテリングを取 り入れた教員研修｣日本教育工学会第15回大会､1999年10月

･山本光 ･藤岡完治 ｢学校図書館司書教諭のメディア特性の認識について｣ 日本教育工学会第15回大会､1999年

10月

･藤岡完治 指導講評 ｢静岡大学教育学部附属浜松小学校研究発表大会｣､1999年10月

･藤岡完治 ･大島聡 平成11年度横浜国立大学公開講座 ｢マルチメディア ･ワークショップ｣講師､1999年10-ll

月

･阿部美和子 ･藤岡完治 ｢看護臨床実習における 『臨床知』の形成に関する研究｣第19回日本看護科学学会､1999

年12月

･藤岡完治 講演 ｢新 しい 『知』を創造する学校｣愛媛大学教育学部附属小学校研究発表大会､2000年 2月

･藤岡完治 講演 ｢神戸大学発達科学部附属住吉小学校研究発表大会｣2000年 6月

･藤岡完治 提案者 ｢大学のカリキュラム改革と授業改善｣日本カリキュラム学会､2000年 7月

･藤岡完治 新潟大学免許法認定公開講座講師､2000年8月5-6日

･藤岡完治 ･大島聡 ･山本光 横浜国立大学図書館司書教諭講習会講師､2000年 8月
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【FD講演会など】

･京都大学高等教育教授システム開発センタ一･第6回大学教育改革フォーラム ｢FDをどう組織するか｣におけ

る ｢『教師論の立場から』のコメント｣､2000年 3月25日

･大分大学医学部FD学習会講師､2000年 5月

･東京女子大学看護学部FD研究会講師､2000年 7月

･京都大学全学シンポジウム ｢京都大学における教育評価｣イブニングディスカッション･グループ1副責任者､

2000年 8月30-31日

【社会における活動など】

･厚生省 ｢介護福祉士試験検討会｣委員

･放送教育開発センター研究開発協力委員

･神奈川県 ｢神奈川県立医療福祉大学 (仮称)｣設立準備委員会委員

･横浜市 ｢新横浜教育プラン策定委員会｣委員 (副委員長)

･横浜市 ｢ゆめはま教育プラン懇談会｣委員 (座長)

･川崎市総合教育センタ-専門委員

･藤沢市教育文化セ,/タ-専門委員

･日本教師学学会副会長

･日本教育工学会理事

田 中 毎 実 (教授)

【著書など】

･田中毎実 ｢教育学教育における学問共同体の構築と教育学の生成｣香川大学教育学研究室編 『教育という｢物語｣』

世織書房､1999年10月､130-136頁

･田中毎実 ｢森昭の教育人間学一統合学と原理論を循環する生成理論｣皇紀夫､矢野智司編 『日本の教育人間学』

玉川大学出版部､1999年11月､137-153貢

【学術論文など】

･田中毎実 ｢大学授業のフィール ドワークから大学教育学へ一公開実験授業プロジェクト3年間の中間的総括-｣

『京都大学高等教育研究』第5号､1999年 9月､1-22頁

･田中毎実 ｢<副専攻制>の現状と課題一京都大学総合人間学部の場令-｣有本章編 『学部教育改革の展開』高等

教育研究叢書60､広島大学大学教育研究センター､2000年 1月､133-142頁

･田中毎実 ｢公開実験授業第 Ⅰ期プロジェクトから第Ⅱ期プロジェクト-｣他 『平成10年度公開実験授業の記録』

京都大学高等教育叢書6､2000年3月､1-12頁

･田中毎実 ｢KKJ(京都大学慶療義塾大学連携ゼ り 実践の前提と展開｣他 『平成11年度KKJ-Kyoto-KeioJoint

Seminar-で何が起こったか～授業 ･合宿 ･インターネットを通 した学び～』京都大学高等教育叢書 7､2000年

3月､1-11頁

･田中毎実 ｢平成11年度公開実験授業について｣他 『平成11年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書 8､

2000年 3月､1-7頁

･田中毎実 ｢はじめに｣｢高等教育教授システム開発センターの過去 ･現在 ･未来｣他､京都大学高等教育教授 シ

ステム開発センター 『生成的組織評価をめざして一自己点検 ･自己評価､外部評価 報告書-』京都大学高等教

育叢書9､2000年 3月､1-3頁､17-23頁

･教育思想史学会編 『教育思想事典』､勤草書房､2000年 5月､(執筆項目 ｢逸脱｣26-27頁､｢教育可能性｣136-141

頁､｢自我｣3261328頁､｢ホスピタリズム｣649-650頁､｢老人｣727-728頁､｢ロジャース｣729-731頁)

･田中毎実 ｢大学組織評価のあ り方を求めて-京都大学高等教育教授システム開発センターの評価活動と評価研究｣

『IDE 日本の高等教育』No.420､2000年 7-8月､38-41頁
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【その他】

･田中毎実 ｢相互性を生かす授業｣財団法人大学セ ミナー-ウス 『よりよい大学教育の方法を求めて 教える授業

から学ぶ授業--その2-』第16回大学教員研修プログラム記録､1999年 9月､56-64頁

･田中毎実 ｢<私の書評> 『ガイ ド･ブック 大学授業の改善』｣『書斎の窓』No.489､有斐閣､1999年11月､53-56

頁

･鳥取大学 (教授方法調査研究会 代表道上正規編)『わか りやすい講義をめざして』(分担 主題講演他)､2000

年 3月､212頁

･田中毎実 ｢教養教育の授業改善をめ ぐって｣新潟大学大学教育開発研究センター 『大学教育研究年報』第5号､

2000年 3月､97-104頁

･田中毎実 ｢BookReview 宇佐美寛著 『大学の授業』｣『IDE日本の高等教育』No.419､2000年 6月､6ト63貢

【学会報告など】

･田中毎実 ｢<学級>の日常的構成と歴史的構成｣(シンポジウム ｢<学級>の思想｣)教育思想史学会第9回大会､

中央大学駿河台記念館､1999年 9月25日

･田中毎実 ｢学生主体の大学授業における教師の主体性｣/ ｢学習/意識 ･意欲 2｣部会司会､日本高等教育学会

第 3回大会､桜美林大学､2000年 5月20日

･田中毎実 シンポジウム ｢大学のカリキュラム改革と授業改善｣構想と司会､日本カリキュラム学会第11回大会､

京都大学､2000年 7月 8日

･日本教育学会第59回大会 (高等教育部会)､司会､名古屋大学､2000年 8月29日

【FD講演会など】

･山形大学教官研修会 ｢教養教育 ワークショップ｣講師､1999年 9月16日

･大阪教育大学 ｢学部授業改善のための全学教員研修会｣講師､1999年 9月29日

･愛知教育大学 ｢ファカルティディベロップメソト講演会｣講師､1999年10月6日

･和歌山大学 ｢FD講演会｣講師､1999年10月20日

･大分大学 ｢FD講演会｣講師､1999年11月17日

･琉球大学 ｢現代学生と大学教育｣講師､1999年12月23-24日

･広島大学 ｢授業方法改善の必要性と取 り組みJ講師､2000年 2月18日

･文部省メディア教育開発センター･京都大学高等教育教授システム開発センター共催SCS利用研修 ｢授業改善の
ための学びあい～公開実験授業を通 して～｣研修講師､2000年 2月22日

･名古屋大学第 2回招聴研究セ ミナー コメンテーター､2000年 2月24日

･同志社大学 ｢FD講演会｣講師､2000年 3月 8日

･横浜国立大学 ｢第 5回工学教育シンポジウム｣講師､2000年 3月10日

･メディア教育開発センタ- ｢研修事業実施講座｣講師､2000年 3月23日

･京都大学高等教育教授システム開発センタ一 ･第6回大学教育改革フォーラム ｢FDをどう組織するか｣(問題提

起)､2000年 3月25日

･和歌山大学 ｢FDフォーラム｣コーディネーター､2000年 4月14日

･IDE近畿支部 第28回研究会 大学経営の新展開 ｢FDの組織化をめぐって｣2000年 4月22日

･和歌山大学 ｢公開授業 ･FD講演会｣コメンテーター､2000年7月18日

･浜松大学 ｢第27回常葉学園教職員夏期研修会｣講師､2000年 8月 1日

･京都大学全学シンポジウム ｢京都大学における教育評価｣パネルディスカッション･コメンテーター, イブニン

グディスカッション･グループ3責任者､2000年 8月30-31日

【非常勤講師など】

･京都産業大学教職課程 (教育史)､2000年 4-12月

･神戸大学大学教育研究センター 教養特別講義､2000年 2月21日
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･東京大学大学院教育学研究科教育学専攻 集中講義､2000年 7月24-28日

【社会における活動など】

･メディア教育開発センター研修事業委員会委員

･教育思想史学会理事

･京都大学自己点検 ･評価実行委員会委員 (副委員長)

石 村 雅 雄 (助教授)

【学術論文など】

･神藤貴昭 ･石村雅雄 ｢高等学校と大学の接続に関する研究 (その 1)-学生の高等学校と大学における学業につ

いての差異の認識の観点から-｣『京都大学高等教育研究』第5号､1999年10月､23-39頁

･石村雅雄 ｢京都大学におけるFD実践及びFD研究｣『IDE 日本の高等教育』No.412､1999年10月､36-41頁

･松坂浩史 ･石村雅雄 ･坂井一成 ｢フランス｣国立学校財務センター 『大学の設置形態と財務システムに関する研

究一第一次中間まとめ-』､2000年 2月､60-75頁

･田中毎実 ･大山黍宏 ･石村雅雄 ･溝上慎一 『平成10年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書 6､2000年

3月､全219頁｡

･田中毎実 ･大山黍宏 ･石村雅雄 ･溝上慎一 ･神藤貴昭 『平成11年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書

8､2000年 3月､全313頁｡

･京都大学高等教育教授システム開発センター自己評価委員会 ･外部評価委員会 『生成的組織評価をめざして-自

己点検 ･自己評価､外部評価一報告書』京都大学高等教育叢書 9､2000年 3月､全164頁｡

【その他】

･石村雅雄 ｢書評 :PoュDUPONTetMarceloOSSANDON,LaPedagogieUniversitaire,P.U.F.,1994｣『フラ

ンス教育学会紀要』第11号､1999年 9月､99-102頁

･石村雅雄 ｢日本におけるフランスの高等教育制度に関する研究の陥穿｣松坂浩史 『フランス高等教育制度の概要一

多様な高等教育機関とその課程一』広島大学大学教育研究センター高等教育研究叢書59､1999年11月､1-3頁

･大学評価機関 (仮称)創設準備委員会 『大学評価機関の創設について』､2000年 2月

･石村雅雄 ｢大学におけるFDの進め方｣『第 3回FD研修会報告書』山口大学､2000年 8月､18-38頁

【学会報告など】

･岩田康之 ･竺沙知章 ･石村雅雄 ｢戦後 『教育学部』史研究 (5)｣日本教育学会第58回大会､玉川大学､1999年

9月3日

･石村雅雄 ｢日本での議論の進行状況と課題｣(課題別セッション :大学が法人によって運営されることの意味)

日本教育制度学会第8回大会､信州大学､1999年11月14日

･石村雅雄 ｢大学生の ｢学力｣問題の現状一京都大学における学生の学びについての調査を通 して-｣日本教育学

会公開研究会､京都大学､1999年11月21日

･神藤貴昭 ･石村雅雄 ｢高校と大学における学業の差異を京大生はどのように感 じているのか-高校と大学の接続

を考えるために-｣京都大学高等教育教授システム開発センター第34回公開研究会､2000年 1月22日

･石村雅雄 ｢フランスの大学-日本の大学との近さと遠さ-｣名古屋大学 ｢世界の大学-21世紀の 『知』を求めて｣

における講師､2000年 1月24日

･神藤貴昭 ･石村雅雄 ｢高校 と大学における学業の差異に関する研究｣日本高等教育学会第 3回大会､桜美林大学､

2000年5月20日

･石村雅雄 ｢第三者評価の構想と問題点｣大学教育学会第22回大会､千葉大学､2000年 6月 3日

【FD講演会など】

･山口大学FD講演会における ｢大学におけるFDの進め方-FDをしていいのか､『しなきゃしょ-がない』のか-｣

(講演)､1999年 9月1日

･徳島大学特別研究会における ｢FDの現状と課題一京都大学の実践をとおして-｣(講演)､1999年 9月30日
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･和歌山大学 ｢FD公開授業及びFD座談会｣講師､1999年12月9日

･文部省メディア教育開発センター ･京都大学高等教育教授システム開発センター共催SCS利用研修 ｢授業改善の

ための学びあい～公開実験授業を通 して～｣研修講師､2000年 2月22日

･京都大学高等教育教授システム開発セ./タ一･第6回大学教育改革フォーラム ｢FDをどう組織するか｣にお汁

る ｢『相互研修の立場から』のコメント｣､2000年 3月25日

･大谷大学FD研究会における ｢FD､授業改善をどのようにして進めるのか｣(講演)､2000年 7月7日

･北海道大学高等教育機能開発総合センターシンポジウム ｢大学における教育方法の開発とポー トフォリオによる

教育評価｣における ｢京都大学における教育改善の試みの成果と課題｣(講演)､2000年 7月17日

･阿南工業高等専門学校FD講演会 ｢教育方法改善策-の取 り組みについて｣における ｢教授方法の改善一京都大

学センターでの取 り組みを中心に-｣(講演)､2000年 7月24日

･京都大学全学シンポジウム ｢京都大学における教育評価｣イブニングディスカッション･グループ2副責任者､

2000年 8月30-31日

【社会における活動など】

･文部省大学評価機関 (仮称)創設準備委員会専門委員 (2000年 3月31日まで)

･国立学校財務センター ｢大学の設置形態と財務に関する比較研究｣客員研究員

･関西国際大学高等教育研究所客員研究員

･大谷大学FD研究会客員研究員

･日本教育制度学会理事

･京都大学自己点検 ･評価実行委員会委員

大 山 泰 宏 (助教授)

【著書など】

･大山泰宏 ｢日常性の心理療法｣ 『こころの科学』第89号､日本評論社､1999年12月､2-10頁

･『カウンセリング辞典』項 目 ｢一般システム理論｣｢二重拘束理論｣､ミネルヴァ書房､2000年 2月

【学術論文など】

'J.A.Ramirez&Y.Oyama.JapaneseLOgicalThinking-AQuantitativeAssessmentofUniversityStudents'

ReasoningAbilities『京都大学高等教育研究』第5号､1999年10月､153-163頁

･田中毎実 ･石村雅雄 ･大山黍宏 ･溝上慎一 『平成10年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書 6､2000年

3月

･田中毎実 ･石村雅雄 ･大山黍宏 ･溝上慎一 ･神藤貴昭 『生成的組織評価をめざして一自己点検 ･自己評価､外部

評価報告書』京都大学高等教育叢書 7､2000年 3月

･田中毎実 ･石村雅雄 ･大山黍宏 ･溝上慎一 『平成11年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書 8､2000年

3月

【その他】

･大山泰宏 『高等教育の一機能としての学生サービスに関する研究』､文部省科学研究費 (萌芽的研究)報告書､2

000年 3月

･大山泰宏 ｢教育評価に関する訪問調査 聞き取 り調査の質問項目と現在の一般的動向｣『京都大学における教育

評価に向けて-全学共通科目の教育評価に関する調査 ･研究プロジェクト報告書』､ 2000年3月､2-8頁

･大山春宏 ｢FD共同体の生成へ向けて｣『FD共同体の形成をめざして-1999年FD活動報告書』､熊本大学法学部､

2000年 3月､26-68頁

･大山泰宏 ｢FDのために何ができるか ?｣『平成11年度環境科学部ファカルティディベロップメソ ト報告書』､長

崎大学環境科学部､2000年 3月､24-38頁

【学会報告など】

●YasuhiroOYAMA HCommunltyatCrisisthroughDistanceEducation"､Ⅵ InternationalCongressof
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Education.(2000年4月26日,Mexico:UniversidaddelasAmericas,Puebra)

･大山泰宏 ｢形成的 (formative)大学評価のアクションリサーチ｣日本高等教育学会 3回大会 桜美林大学､2000

年5月20日

【FD講演会など】

･和歌山大学 ｢FD公開授業及びFD座談会｣講師､1999年11月

･熊本大学法学部 ｢FD共同体の生成へ向けて｣(講演)､熊本大学､1999年11月

･長崎大学環境科学部FD講演会 ｢FDのために何ができるか｣(講演)､長崎大学､1999年12月

･京都大学全学シンポジウム ｢京都大学における教育評価｣パネルディスカッション･パネリス ト ｢大学における

教育評価とは｣､イブニングディスカッション･グループ3副責任者､2000年 8月30-31日

【その他の講演】

･大阪府看護職員研修会 ｢アサ-ティヴトレーニング｣(講演)､1999年10月

･奈良大学学生相談室第 7回シンポジウム (シンポジウム)｢死んでもいいですか ?｣,1999年12月｡

【非常勤講師など】

･京都第二赤十字病院 ｢エキスパー ト研修｣講師､1999年 9月

･奈良市教育委員会 ｢カウンセ リング講座｣講師､2000年 7月

･大阪市環境保健局 ｢看護職員研修会｣講師､2000年 1月

･京都第二赤十字看護専門学校 ｢教育キャンプ｣講師､1999年 3月

･京都第二赤十字看護専門学校非常勤講師､2000年

【社会における活動など】

･日本心理臨床学会 ｢カリキュラム委員会｣特別委員､1999年 5月～

･京都大学自己点検 ･評価実行委員会委員､2000年 5月～

溝 上 慎 一 (講師)

【著書など】

･溝上慎一 『自己の基礎理論一実証的心理学のパ ラダイム』金子書房､1999年11月

･溝上慎一 ｢自己意識の発達｣堀野禄 ･溝口佳和 ･宮下一博編 『子どものパーソナリティと社会性の発達』北大路

書房､2000年 5月､44-55頁

【学術論文など】

･溝上慎一 ･田口真奈 ｢学生主体の授業KKJ実践における学生たちの学び｣『京都大学高等教育研究』第 5号､

1999年10月､57-84頁

･溝上慎一 ｢自己理解の ｢表現｣における他者の視点参照の効果｣『性格心理学研究』､8､2000年 3月､10ト112

頁

･田中毎実 ･大山泰宏 ･石村雅雄 ･溝上慎一 『平成10年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書 6､2000年

3月､全219頁

･田中毎実 ･大山泰宏 ･石村雅雄 ･溝上慎一 ･神藤貴昭 『平成11年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書

8､2000年 3月､全313頁

･京都大学高等教育教授システム開発センター自己評価委員会 ･外部評価委員会 『生成的組織評価をめざして一自

己点検 ･自己評価､外部評価一報告書』京都大学高等教育叢書9､2000年 3月､全164頁

･田口真奈 ･村上正行 ･神藤貴昭 ･溝上慎一 ｢大学間合同ゼ ミにおけるインターネットの役割｣ 『日本教育工学雑

誌』第24巻 (増刊号)､2000年 8月､59-64頁

【その他】

･溝上慎一 ｢書評/日本私立大学連盟編 『大学の教育 ･授業をどうする-FDのすすめ』『大学の教育 ･授業の変

革と創造一教育から学習-』大学論集 (広島大学大学教育研究センター)､30､2000年 3月､215-216頁
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【学会報告など】

･水間玲子 ･溝上慎一 ｢自己対象化に伴 う時間的環境-自己評価規定要因記述における時間軸の有無から｣日本心

理学会第63回大会発表論文集､中京大学､1999年 9月6日

･Mizokami,S.,Taguchi,M.,Murakami,M.,&Levis,M.氏."Teachingontheinteractivedistancelecturebe-
tweenuniversities:ThroughtheUCLAandKyotoUniversityjoint-project."Ⅵ InternationalCongressof

Education.(2000年4月24日,Mexico:UniversidaddelasAmericas,Puebra)

･Mizokami,S.,Ozaki,H,,&Mizuma,R.2000Past-present-futurestructuralpatternsfortheselfofhereand

now:Reconsiderationofthetimeconcept.ConferenceProgram andAbstractBook (Firstlnternational

ConferenceontheDialogicalSelf),p.64.(2000年 6月23-26日,TheNetherlands:UniversityofNijmegen)

【非常勤講師など】

･神戸大学国際文化学部 ･特別授業講師､2000年 1月7日

神 藤 責 昭 (助手)

【著書など】

･神藤貴昭 ｢生徒とかかわる｣榎本博明 ･飯野晴美 ･藤森進 (編)『サイコロジーーこころの発達 と教育-』北大

路書房､2000年 4月､194-210頁

【学術論文など】

･神藤貴昭 ･石村雅雄 ｢高等学校と大学の接続に関する研究 (その 1)-学生の高等学校と大学における学業につ

いての差異の認識の観点から-｣『京都大学高等教育研究』第5号､1999年10月､23-40貢

･神藤貴昭 ｢KKJ実践における学生主導型授業の作られ万一京都大学の授業における教員の役割を中心 として-｣

『平成11年度KKJで何が起こったか～授業 ･合宿 ･インターネットを通 した学び～』京都大学高等教育叢書 7､

2000年 3月､17-29頁

･田中毎実 ･大山泰宏 ･石村雅雄 ･溝上慎一 ･神藤貴昭 『平成11年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書

8､2000年 3月､全313貢

･京都大学高等教育教授システム開発センター自己評価委員会 ･外部評価委員会 『生成的組織評価をめざして一自

己点検 ･自己評価､外部評価一報告書』京都大学高等教育叢書9､2000年 3月､全164頁

･下坂剛 ･西田裕紀子 ･哲藤 誠一 ･伊藤崇達 ･神藤貴昭 ･柳原利佳子 ･鶴田弘子 ･久木山健一 ･西田紀子 ･西村

亜希子 ･榎本千春 ･坂本由佳 ･前川雅子 ｢現代青少年の ｢キレる｣ということに関する心理学的研究 (1)-辛

レ行動尺度作成およびSCTによる記述の分析｣『神戸大学発達科学部研究紀要』第 7号 2巻､2000年3月､1-8

頁

･田口真奈 ･村上正行 ･神藤貴昭 ･溝上慎一 ｢大学間合同ゼ ミにおけるインターネットの役割｣『日本教育工学雑

誌』第24巻 (増刊号)､2000年 8月､59-64頁

【学会報告など】

･帝藤誠一 ･西田裕紀子 ･神藤貴昭 ･伊藤崇達 ･柳原利佳子 ･奥田剛 ･久木山健一 ｢現代中学生の不適応に関する

基礎的研究 (1)-よい子特性 との関連-｣日本心理学会第63回大会､中京大学､1999年9月6日

･神藤貴昭 ･伊藤崇達 ･帝藤誠一 ･柳原利佳子 ･久木山健一 ･西田裕紀子 ･奥田剛 ｢現代中学生の不適応に関する

基礎的研究 (2)一生活ス トレスとの関連-｣日本心理学会第63回大会､中京大学､1999年 9月6日

･久木山健一 ･斉藤誠一 ･神藤貴昭 ･伊藤崇達 ･柳原利佳子 ･西田裕紀子 ･奥田剛 ｢現代中学生の不適応に関する

基礎的研究 (3)-生活 リズムとの関連-｣日本心理学会第63回大会､中京大学､1999年 9月6日

･柳原利佳子 ･賛藤誠一 ･西田裕紀子 ･伊藤崇達 ･神藤貴昭 ･奥田剛 ･久木山健一 ｢現代中学生の不適応に関する

基礎的研究 (4)一食生活との関連-｣日本心理学会第63回大会､中京大学､1999年 9月6日

･神藤貴昭 ･石村雅雄 ｢高校と大学における学業の差異を京大生はどのように感 じているのか一高校と大学の接続

を考えるために-｣京都大学高等教育教授システム開発センター第34回公開研究会､2000年 1月22日

･伊藤崇達 ･神藤貴昭 ｢中学生における動機づけ方略の使用 (3)-学習方略の機能差についての検討-｣日本発
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達心理学会第14回大会､東京女子大学､2000年3月27日

･神藤貴昭 ･伊藤崇達 ｢中学生における動機づけ方略の使用 (4)一学業ス トレッサ一､自己効力感がテス ト直前

の動機づけ方略の使用に与える影響に関する時系列的検討-｣ 日本発達心理学会第14回大会､東京女子大学､

2000年3月27日

･下坂剛 ･斉藤誠一 ･久木山健一 ･神藤貴昭 ･柳原利佳子 ｢現代中学生の不適応に関する基礎的研究 (5)-環境

利用欲求および刺激欲求との関連-｣日本発達心理学会第14回大会､東京女子大学､2000年 3月29日

･神藤貴昭 ･石村雅雄 ｢高校と大学における学業の差異に関する研究｣ 日本高等教育学会第 3回大会､桜美林大学､

2000年 5月20日

･ITO,&T.,SHINTO,T"Therelationshipbetweenself-motivationalstrategiesandfourtypesofmotivation"
TheXXVⅡinternationalcongressofpsychology,Stockholm,Sweden(2000年 7月26日)

【FD講演会など】

･文部省メディア教育開発センター ･京都大学高等教育教授システム開発センター共催SCS利用研修 ｢授業改善の

ための学びあい～公開実験授業を通 して～｣研修講師､2000年 2月22日

【社会における活動など】

･文部省メディア教育開発センター共同研究員 (共同研究分野名 :オンライン･コースにおける授業の評価 ･改善

に関する実践的研究)(2000年4月1日～)
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